
トライアスロン協会 

 

１．役員氏名   会   長  村上 和久 

副 会 長  高安 昌敏 

理 事 長  佐々木幸蔵 

理   事  竹花 伸一  中山 徹  伊藤 貴洋            

事務局長  新村 松聖 

会   計  荒木 修一 

監   査  松浦 弘之 

２．活動目標  富山市におけるトライアスロン競技の認知度の拡大・普及および 

競技力の向上を目標として取り組む。 

３．主な活動 

    平成２５年 ４月 ７日（日）富山市トライアスロン総会 

     ５月１９日（日）清流マラソン協力 

     ６月 ２日（日）グランフォンド富山協力 

        ２７日（木）トライアスロン射水 全体会議 

        ３０日（日）トライアスロン射水 練習会 

     ７月１３日（土）トライアスロン射水 小学生・中学生の部 

        １４日（日）トライアスロン射水 高校生・チャレンジの部 

     １１月２３日（土）2014 トライアスロン射水準備会 

 

平成２６年 １月 ３日（金）初泳ぎ会（新春スポーツ練習始め） 

               １１日（木）2014 トライアスロン射水準備会 

            ２月２３日（日）全国統一審判員講習・試験 

４．県内・国内等での成績 

富山市市民体育大会（トライアスロン射水） 

<一般男子> 1 位 岩瀬 真一郎 ２位 永井 康博     

<女子> １位 毛利 真理子 2 位 北 奈津子 

<高校男子> 1 位 深山 宏樹  ２位 田口 太一  

<中学男子> 1 位 岡里 彰大                 <女子> 1 位 藤田 優子 

<小学 5･6 男子> 1 位 藤田 健人 2 位 小椋 大輔   <女子> 1 位 東 沙英 2 位 中島 知優 

<小学 3･4 男子> 1位 柚野 椋可 2 位 中島 隆太郎 <女子> 1位 藤田 蘭  2位 荒井 悠薫 

<小学 1･2 男子> 1 位 志田 岬大 2 位 長江 竜希   <女子> 1 位 東 奈央 2 位 山田 千尋 

５．その他の特記事項 

一般・・・・・優秀選手の国体・選手権へ派遣。 

ジュニア・・・JOカップ、選手権へ派遣。 

市内クラブチーム（キック・サム・アスJr.）を中心に 

地方主要大会への遠征・合宿。 

６．次年度の課題 

 国体正式種目への採用を睨み、選手の育成･強化･普及(特に女子選手とジュニア層)に 
全力を尽くす。大会･練習会を活発に行いトライアスロン人口の拡大と同時に競技力の 
向上、優秀選手の輩出に努力したい。また、それらのためのトライアスロンの周知、 
指導者の養成を引き続き行う。 
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２．活動目標  富山市におけるトライアスロン競技の認知度の拡大・普及および 

競技力の向上を目標として取り組む。 

 

３．主な活動 

平成２６年 ４月 ６日（日）富山市トライアスロン協会 

       ５月１８日（日）清流マラソン協力 

       ６月 １日（日）グランフォンド富山協力 

                トライアスロン射水 全体会議 

       ６月２９日（日）トライアスロン射水 練習会 

       ７月１２日（土）トライアスロン射水 小学生・中学生の部 

          １３日（日）トライアスロン射水 高校生・チャレンジの部 

       １１月      2015 トライアスロン射水準備会 

 

平成２７年 １月      初泳ぎ会 

             2015 トライアスロン射水準備会 

     ２月      全国統一審判員講習・試験 

     ３月      自転車メンテナンス講習会 

 

５．その他の特記事項 

一般・・・・・優秀選手の国体・選手権へ派遣。 

ジュニア・・・JOカップ、選手権へ派遣。 

市内クラブチーム（キック・サム・アスJr.）を中心に 

地方主要大会への遠征・合宿。 

 

６．次年度の課題 

 国体正式種目への採用を睨み、選手の育成･強化･普及(特に女子選手とジュニア層)に 
全力を尽くす。大会･練習会を活発に行いトライアスロン人口の拡大と同時に競技力の 
向上、優秀選手の輩出に努力したい。また、それらのためのトライアスロンの周知、 
指導者の養成を引き続き行う。 


